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（１１）
役員からの年頭のご挨拶
会長　山田　 誠
新年あけましておめでとうございます。

　2016年のBJにとってのハイライトは、何と言ってもニュージランドのクライストチャーチで行われた世界大会にて、日本男子トリプルズチームが銅メダルを獲得したことでしょう。これはオリンピックでのメダル獲得と同等で、チームを組まれた江村健一さん、佐藤寿治さん、長谷部健太さんに大賛辞を送りたいと思います。本当おにめでとうございます。
　ところで、世界大会のグリーンスピードは20秒を超えていたそうです。国内の現状からは想像できない速さです。加えてグリーン表面は鏡のごとく整備されていますから、このようなところではほんのわずかな力加減の差や方向のズレが、ヘッドでは大きな誤差となって現れます。こうなりますと当然ですが緻密な技術が要求され、必然的に高いレベルの競い合いになるというわけです。
　さて、話は飛ぶようですが、国内で一層面白いボウルズを楽しむにはどうしたらよいでしょうか。仲間を増やすにはどうしたらよいでしょうか。それにはいろいろな方策があると思いますが、その一つに施設環境整備の必要性が挙げられます。世界大会レベルにとは言わなくても、現状の国内グリーンのスピードがあがり、うねりや凹凸がなくなって表面のフラットさが保たれるとボウルズそのものが全く違ったものになります。いや、違ったものになるというより本来の姿になるのです。特に世界大会を目指さなくても、エンジョイレベルであってもボウルズの質が格段にあがり、本当に面白くなるに違いありません。また投球に余分な体力が必要なくなるので、ほんとうの意味でのバリアーフリーのスポーツに近づきます。つまり障害があってもなくても、体力があってもなくても一緒に楽しめる環境になります。現在主力をなしている多くの会員のボウルズを楽しめる期間、ボウルズ寿命の延命も確実にはかれます。そして結果としてボウルズ愛好者の増加につながるのではないでしょうか。
　ボウルズグリーンの整備は一筋縄では行きませんが、新年の、そしてこれからの夢の一つとしてあげておきたいと思います。
　皆様におかれましては、新年もまた楽しいボウルズライフでありますようお祈りしております。
理事長　森　紘一
　新年明けましておめでとうございます。
皆様にとりましてこの新年が爽やかで健やかな、充実した1年となりますことを心から祈念いたします。
　さて私は昨年の年頭のあいさつで、ローンボウルズ日本（Bowls Japan）の喫緊の課題は加盟会員数の拡大であり、これを最優先課題として取り組んでいきたいと宣言しました。
外部から見たＢＪの現状は、会員数300名弱の閉鎖的なコミュニティであり知名度も低いままです。これを、もっと開放的で、発展的なコミュニティにしようではありませんか、と呼びかけました。
その1年間の成果は、4月の2017年度会員登録数の結果により評価されることになりますが、
少しでも登録会員数の増加傾向になって現われるならばよいと期待しています。
　また、今年の4月はＢＪ役員の改選時期にもあたります。ボランティア精神にあふれた気鋭の理事が出ていただき、実行力のある役員体制が構築されて、引き続き「加盟会員数の拡大」という中・長期課題に取り組んで行くことを期待します。
　上記の「加盟会員数の拡大」という課題以外に、2017年度のＢＪのテーマとして特筆しておかねばならない事項としては次のようになろうかと思います。
1． 支部（関東および兵庫）活動の充実と、まだ支部を構成するまでになっていない地区の単独クラブ（名古屋、高知、京都、オーストラリアなど）への支援の強化
　     なんと言っても、各支部・各クラブの活発な活動がＢＪのベースであるからです。
２．広報活動の一層の拡大
　　　     2016年度においてＢＪホームページやFacebookを改善したことにより、これを通じ
　　　    て問い合わせしてくる外部からのコンタクトがかなり増えましたが、まだまだＢＪ
からの情報発信は質・量ともに増やす必要があります。さらに他のメディア（新聞、
テレビ、ラジオその他）にも機会があればもっとどんどん露出したいものです。
３．日本選手権大会、全国オープン大会の充実
　    2016年度においてほぼ半年をかけて理事会で議論した成果を確認、評価する年と
なりましょう。
４．第5回ジャパンオープン国際大会（10月7日～9日ＹＣ＆ＡＣにて）の成功
　　　    ボウルズと観光を兼ねての来日を希望する海外ボウラーが増えており、彼らを満足させる「おもてなし」を提供することで、スポーツ・ツーリズムとリンクしたローンボウルズの知名度アップが期待されます。
引き続き、各支部・各クラブ・各会員のみなさまのＢＪに対するご奉仕、ご協力をお願いして、私の年頭のご挨拶といたします。
一般情報など
（１）201６年度　第3回BJ理事会　開催
日時：平成２８年１２月１８日（日）　１３時～１７時
場所：神戸市しあわせの村　ひよどり研修室
出席者：理事11名（森、依田、児島、山田（誠）、小田（中村代理）、奥田、小山、合田、坂本、船引、前林）

委任状提出理事：8名 (川本、倉本、黒沢、松原（敬）、松原（忍）、山外、山田（哲）、來田)
欠席理事1名：下野                   陪席出席者１名：宮北事務局長　

　　　　議事（１）：公益財団法人日本オリンピック委員会(JOC)の「承認団体」として加盟

申請するか否かの件および公益財団法人日本障がい者スポーツ協会(日本パラリンピック委員会(JPC)を含む)への加盟申請をするか否かの件
　　　　　　　[結論]2件を一括審議した結果、JOCへの加盟申請はしばらく延期とし、JPCへの加盟

　　　　　　　　　　はただちに進めることを全会一致で決定した。その決定根拠は次の通り。
１．現状の財務状況では両委員会へ同時加盟の会費負担は重すぎる。
　　　　　　　　２．オリンピックあるいはパラリンピックに出場するためには委員会への加盟が必要条件であるが、ローンボウルズのオリンピック種目への採用はまだ見通しが立っていないのに対し、パラリンピックは2018年のアジア・パラリンピック大会（インドネシアで開催）で種目採用が決定している。
　　　　議事（２）：BJ競技者規定の制定の件
JOCへの加盟申請を先送りとしたためこの規定の制定・提出は緊急ではなくなったが、いずれ必要ではあるものであるので、予定通りに審議した。
　　　　　　　[結論]総務部提案の原案通りで問題なしということで、全会一致で承認・決定された。
　　　　　　　　　　なお2017年4月開催予定の総会での承認を得たうえで発効させることとした。
　　　　議事（３）：BJ役員及び職員等の選任規定の制定の件

JOCへの加盟申請を先送りとしたためこの規定の提出は緊急ではなくなったが、当法人としては定款を補完するものとして明文化が必要な事項であるので、

予定通りに審議した。
　　　　　　　[結論]総務部提案の原案について、５か所を修正することを条件として、全会一致で承認・決定された。なお2017年4月開催予定の総会での承認を得たうえで発効させることとした。
　　　　議事（４）：2016年度日本選手権大会実施結果の報告を承認する件

　　　　　　　[結論]技術・競技部長より報告書についての説明がなされ、全会一致で異議なし・承認とされた。
議事（５）：2017年度日本選手権大会実施要領を再確認・承認する件
本件に関する議論は、4月28日の第1回理事会から始まって、6月1日から8月4日までのメールによる臨時理事会で議論を尽くし、8月28日の第2回理事会でさらに若干の修正を加えたという経過をたどったものであり、今回の理事会で再確認のために技術・競技部から議案提出されたものである。
　　　　　　　[結論]技術・競技部長より資料についての説明がなされ、2016年度までの運営方法か

ら変更になった2017年度以降の運営方法の骨子（下記）については全会一致
で確認・承認とされた。
１．出場申込について
　　別紙記載の種目別の各地区予選会日程の2か月前に設定される申込み締切り日までに各クラブは各支部長宛に申し込む。（4月の全種目一括申込み制度は廃止）

　　　　　　　　　　　　２．参加費（予選・本選一体方式）について
　　　　　　　　　　　　　　一般3,000円、大学生2,000円、高校生1,000円

　　　　　　　　　　　　　　（従来の5,000円から値下げ。ただし出場申込者数が減少して運営経費などが不足する場合は再値上げがありうる。）
　　　　　　　　３．表彰について

本選の優勝、2位、3位に対する賞状およびメダル授与のみとする。
（従来の表彰賞金は廃止。なお、地区予選会で地区独自に予選会入賞者を表彰したい場合は別途予算として取ること。）

４．本選出場者への旅費補助について
　　　参加費収入から運営経費支出を差し引いた残予算の範囲内で可能

　　　な旅費補助額とする。（従来の、旅費補助をすることで本選出場者

　　　の定員確保をはかる考えは廃止し、定員確保策は送り出し当該地区あるいは支部の責任事項とする。）
なお、追加事項として次の2件が出され、それぞれ以下のとおりまとめられた。

　　　　　　　　　　　　１．10月15日兵庫支部運営委員会で要望が出された、大会運営ボランテ

ィアスタッフやマーカーに対する交通費（駐車料金を含む）の支給依

頼の件については、交通費を支給すればボランティアスタッフなどを

募集しやすくなるのは確かであるが、居住地域条件を考慮した全国統

一支給基準にする必要があり、大会運営経費がますます膨らむことと
なるので、当面は現状通りの昼食費用（一律金額）支給のみで進める
こととする。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　２．11月27日関東支部会議で要望が出された、大会運営の反省・改善事

　　　　　　　　　　　　　　項の件については、技術・競技部長から回答書を関東支部に送ること
　　　　　　　　　　　　　　とする。
議事（６）：その他の連絡・報告事項
1） 森理事長より
1. マレーシア高等教育省より、2018年3月にローンボウルズ大学選手権

国際大会（種目は、男子シングルス、ペアーズ、トリプルズ、フォア―ズ）を開催する予定でいるので参加してほしいという案内が来ている。シングルス種目くらいには選手派遣したいので、各クラブで選手の発掘・育成をお願いする。

                        ２. 次回の2016年度最終理事会、定期総会は2017年4月15日（土）に

名古屋で開催予定。

2） 依田副理事長より

１．第5回ジャパンオープン国際大会（2017年10月7日～9日、横浜YC&ACにて開催）の宿泊ホテルについて見直し中。

３）愛知ボウルズ中村理事より
１．2017年の名古屋オープンは4月16日（日）に開催すべく瑞穂運動公園と折衝中。12チームを募集する予定で、1月中には募集案内を出す。

　　　　　　　　　　４）LBC京都　小山理事より

　　　　　　　　　　　　１. 2017年度は大学生会員を増やすように準備中。

　　　　　　　　　　　　　　4月にクラブ新入生勧誘活動を京都学園大学で行う。また、吉中教授の授業にローンボウルズが取り入れられる予定で、インストラクターをＢＪにお願いするかも知れない。
　　　　　　　　　　５）児島副理事長より
　　　　　　　　　　　　１. 尼崎市で障碍者グループに対してショートマットによるローンボウルズ紹介を行って好評であった。他地区でも要望があれば実施するので、連絡をください。
2. 2017年1月25日に高知市に出かけ高知県立障碍者スポーツセンターとのローンボウルズ交流会に参加します（ＬＢ高知ＵＣ川本理事との協働）。

3. 2017年7月初旬の1週間、韓国水原（スオン）で日韓交流ローンボウルズ大会が開催される。これには健常者の部もあるので、参加希望者は連絡をください。
4. 2017年10月初旬に韓国仁川でローンボウルズ種目のみのアジア・パラリンピック大会が開催されるので参加する予定。
（２）第1回日本パラスポーツ賞の候補に兵庫車椅子クラブの西田繁雄、澤田昭雄、スーザン・ヤップ選手がノミネートされました。

「日本パラスポーツ賞」は、読売新聞社が2016年から制定した、国内外の障がい者スポーツ競技会で優れた成績を収めた選手・チームを表彰するもので、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会の登録団体および日本パラリンピック委員会の加盟団体から推薦された選手・チームを対象に以下の各賞が贈られるもの。
◇大賞（１人もしくは１チーム）＝受賞者に賞金200万円、所属競技団体に同300万円
◇優秀賞（若干名）＝受賞者に賞金100万円、所属競技団体に同200万円
◇新人賞（１人もしくは１チーム）＝受賞者に賞金50万円
　　第１回日本パラスポーツ賞（読売新聞社制定）の選考委員会は2016年12月７日に東京・大手町の読売新聞東京本社で開かれ、選考対象として２４競技団体からの推薦選手（この中に、8月にシンガポールで開催された障碍者マーライオンカップ・ローンボウルズ大会トリプルズの部で優勝した西田繁雄、澤田昭雄、スーザン・ヤップの３選手が含まれていた）の中から、大賞には９月のリオデジャネイロ・パラリンピックで銀２、銅２の計４個のメダルを獲得した競泳男子（視覚障害）の木村敬一選手（26歳）（東京ガス）が、優秀賞にはリオ大会銀メダルのボッチャ日本チーム（脳性まひ）と、銅の車いすラグビー日本代表が、新人賞にはリオ大会の陸上男子1500メートル（車いす）と400メートル（同）で計２個の銀に輝いた佐藤友祈選手（27歳）（ＷＯＲＬＤ―ＡＣ）と、陸上女子400メートル（切断など）で銅を獲得した辻沙絵選手（22歳）（日体大）が選ばれた。
（３）2016年度世界選手権大会（11/29～12/11、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ ｸﾗｲｽﾄﾁｬｰﾁで開催）で素晴らしい好成績
日本チームは、男子トリプルズで銅メダルを獲得し、またBowls Japanの歴史に新しいページを書き加えることができる好成績をおさめました。各種目の戦績をここに記します。参加者による報告記事もあとのページに掲載していますのでご一読ください。
　　また総合成績では、男子（Leonard Trophy）は27ケ国中の12位で、これはアジアではマレー

シアに次ぐ2位でした。女子（Taylor Trophy）は29ケ国中の21位でした。
	項目
	成績
	各国順位

	女子
フォア―ズ
　佐藤正子

　前林典子

　松岡　緑

　江村裕子
	予選ラウンド（セクション２）
11/29 〇18:12 対スペイン
      〇27:11 対ﾉｰﾌｫｰｸｱｲﾗﾝﾄﾞ
       〇15:14 対フィリッピン
11/30 ×19:24 対スコットランド
      ×不戦敗　対ＵＳＡ
       △15:15 対マレーシア
12/01 ×9:19 対イスラエル
      ×17:23 対イングランド
       〇29:11 対トルコ
4勝4敗1引き分けで、10チーム中の6位となり、惜しくも決勝進出はならなかった。2日目の第2試合対ＵＳＡの不戦敗は、第1試合の対ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ戦の極めて緊迫したゲームを落として、選手の一人が体調不良となり病院に一時急送されたためのもの。第3試合は一瀬民子選手
（ｵｰｽﾄﾗﾘｱｸﾗﾌﾞ）を急きょリザーブ登録して出場し、切り抜けた。
	（セクション１）  （セクション２）

1位  ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ8勝    ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ 9勝
2位  ｵｰｽﾄﾗﾘｱ  6勝+71  ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ 7勝
3位  ｳｴｰﾙｽﾞ   6勝+9   ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝ  6勝
4位  南ｱﾌﾘｶ   5勝+13  USA     5勝-15
5位  ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ  5勝-39   ﾏﾚｰｼｱ 4勝1分+73
6位  香港     4勝-6    日本  4勝1分+6
7位  ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 4勝-50　 スペイン 4勝
8位  ナンビア 3勝-36   ｲｽﾗｴﾙ 3勝1分-26
9位  ﾌｨｰｼﾞｰ   3勝-40   ﾉｰﾌｫｰｸ3勝1分-48
10位  カナダ  1勝　　  トルコ   0勝
日本は第2日目のマレーシアまたはＵＳＡ戦

に勝っておれば4位に上がっていた。
第3位のフィリッピンには勝っているし、

第1位イングランドや第2位スコットランド

にも良い試合をしているので、今一歩で決勝ラウンド進出のチャンスもあったと言える。

	項目
	成績
	各国順位

	男子

トリプルズ

　佐藤寿治

　江村健一

長谷部健太

　
	予選ラウンド（セクション２）
11/29 ×19:23 対スコットランド
      〇18:10 対ジンバブエ
       〇22:12 対ニウエ

11/30 〇17:16 対 ﾉｰﾌｫｰｸｱｲﾗﾝﾄﾞ     

×10:19対イングランド
       〇16:11対フィージー

12/01 〇28:11 対ブルネー

      ×9:19 対スペイン
       〇23:15 対南アフリカ

6勝3敗で10チーム中の3位となり、決勝ラウンド進出を決定。
	予選ラウンドの各国順位

（セクション１）  （セクション２）

1位  ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ8勝    ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ 8勝

2位  ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 7勝1分   ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ 7勝
3位  ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 6勝       日本     6勝
4位  ナンビア4勝1分  スペイン 5勝+35
5位  ｼﾞｬｰｼﾞｰ 4勝-8     ブルネー 5勝-15

6位  USA    4勝-48    ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ 4勝1分
7位  ｳｴｰﾙｽﾞ  3勝1分　 南ｱﾌﾘｶ   3勝1分

8位  カナダ  3勝       ﾌｨｰｼﾞｰ   3勝-23
9位  ﾏﾚｰｼｱ   2勝1分   ﾉｰﾌｫｰｸ   3勝-24

10位  サモア 2勝　　   ニウエ   1分

	
	決勝ラウンドでは、準々決勝の対アイルランド戦を16:15で辛くも勝ち上がり
準決勝に進出したが、準決勝の対イングランド戦では9:18で惜しくも敗れた。

しかし、堂々のBronze Medal獲得となり、表彰台に世界選手権大会として初の
日章旗を掲揚した。

（奇しくも、４年前のアデレードでの世界選手権大会では同じ佐藤・江村・長谷部チームが決勝ラウンドに進出して、同じアイルランドに同じ準々決勝でこのときは15:1で敗れてメダル獲得を阻まれたが、今回は見事に雪辱を果たしたことになった。）
決勝ラウンドの結果

優勝：オーストラリア　準優勝：イングランド

3位：日本、ニュージーランド

	項目
	成績
	各国順位

	男子

シングルス

長谷部健太


	予選ラウンド（セクション１）
12/6  ×20:21 対ナンビア

      ×19:21 対カナダ
       〇21:13 対ガーンジー
12/7　〇21:13 対インド

      〇21:18 対スコットランド
×13:21 対オーストラリア
12/8  〇21:9 対マカオ

　〇21:20 対ジャージー

      〇21:20 対スペイン
6勝3敗で、10人中の4位となり、惜しくも決勝進出はならなかった。
	（セクション１）  （セクション２）

1位  カナダ   7勝+58   ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ8勝+64
2位  ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ 7勝+52   ｳｴｰﾙｽﾞ    8勝+42
3位  ｵｰｽﾄﾗﾘｱ  7勝+39   ﾏﾚｰｼｱﾌ     6勝

4位  日本     6勝       ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ   4勝+22
5位  インド   5勝       ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ  4勝+22
6位  ｼﾞｬｰｼﾞｰ  4勝       香港      4勝-12
7位  スペイン 3勝-8　   ブルネー  3勝-28
8位  ナンビア 3勝-30    南ｱﾌﾘｶ    3勝-32
9位  ｶﾞｰﾝｼﾞｰ  2勝       ﾉｰﾌｫｰｸ    3勝-33
10位  マカオ  1勝　　   キプロス  2勝
緒戦のナンビアまたはカナダに勝っておれば
決勝進出できた。

	項目
	成績
	各国順位

	男子

フォア―ズ

　宮崎宗久

　坂本紘一

　佐藤寿治

　江村健一
	予選ラウンド（セクション２）
12/6  〇18:15 対ﾉｰﾌｫｰｸｱｲﾗﾝﾄﾞ
      ×10:18 対ジンバブエ

      ×11:23 対ジャージー
12/7  ×11:24 対マレーシア

      ×7:35 対イングランド

      ×12:17 対アイルランド
12/8  ×6:27 対オーストラリア
      ×9:24 対スペイン
      ×17:18 対シンガポール
1勝8敗で、残念ながら10チーム中の最下位であった。
	（セクション１）  （セクション２）

1位  ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ9勝    ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ  8勝1分
2位  ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ  7勝    ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ 7勝+97
3位  USA      6勝    ｵｰｽﾄﾗﾘｱ  7勝+69
4位  南ｱﾌﾘｶ    5勝    ﾏﾚｰｼｱ    5勝+43
5位  ｳｴｰﾙｽﾞ  4勝1分   ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ 5勝-17
6位  香港      4勝     ｼﾞｬｰｼﾞｰ  4勝1分
7位  カナダ  3勝1分　 スペイン 3勝

8位  ｲｽﾗｴﾙ     3勝     ﾉｰﾌｫｰｸ   2勝1分
9位  ﾌｨｰｼﾞｰ    2勝     ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 1勝1分

10位  ブルネー 1勝　　 日本　   1勝



2016年12月の行事、活動などの結果
（１）SVリーグ2016年度後期大会（第5,6節）
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　　SVリーグ実行委員会　　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン

日時：12月3日（土）、14日（水）12:30～16:00　
結果：12月14日終了段階での結果は次の通り。
	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位
	7位
	8位
	9位
	10位
	11位
	12位

	チーム名
	ﾀｯﾁｬｽﾞC 
	学園　B
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ
	中崎
	兵庫車椅子
	KFBC
	ALBC

-A
	ﾀｯﾁｬｽﾞB 
	ALBC-C
	ALBC

-B
	ﾀｯﾁｬｽﾞA
	学園
A

	勝点
	 19
	 18
	  18
	 15
	  15
	  14
	  12
	  9
	  9
	  7
	  6
	  0

	点差
	+31
	+38
	+16
	+6
	+0
	+10
	+22
	-3
	-6
	-41
	-24
	-49


（２）中崎リーグの12月の結果
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時： 12月5日(月)、19日（月） いずれも　12:30～17:00 
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）

結果：
	
	12月5日
	12月19日

	1位
	関　政美(ALBC)
	平松康雄（LB中崎）

	2位
	松本惣一(ALBC)
	松本惣一(ALBC)

	3位
	平松康雄（LB中崎）
	藤川辰美(ALBC)

樽井啓祐（BSC）


（３）Aリーグカップ2016年後期大会の終了
主催：ＢＪ兵庫支部　Ａリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：12月4日（日）、18日（日）12:45～16:00　をもって、後期の競技日程を終了した。
表彰式は新年1月8日（日）に行われる。表彰対象者は次の通り。
	
	A-1リーグ

	A-2リーグ

	１位
	長島俊和（ＡＬＢＣ）        127点
	大杉正樹（無所属）       91.5点

	2位
	山根英輝（タッチャーズ）    124点
	松井康有（タッチャーズ）    90点

	3位
	藤川辰美（ＡＬＢＣ）        122点
	松本惣一（ＡＬＢＣ）      87.5点


	参加日数1回あたり平均獲得得点の上位者
（ただし、参加日数が4回以上を対象）

	１位　植松博至 （兵庫車椅子）     79点/7回=11.29点/回
２位　合田純二 （学園ワイズ）     67点/6回=11.17点/回
３位　野上哲男 （タッチャーズ）      77点/7回=11点/回


（４）Ｍリーグ2016年後期大会（第5,6節）
主催：ＢＪ兵庫支部　Mリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時： 12月11日（日）、23日（祭）12:45～16:00
競技内容：チーム編成は当日の抽選にて決定。参加人数によりペアーズ、トリプルズ、

フォアーズ戦を行う。一人4球×8エンド戦を2ゲーム行う。

ポイントの計算方法は、｛勝ちエンド数×１ポイント+ゲーム勝利のとき2ポイント（引き分けなら1ポイント）｝

結果： 12月23日 終了段階での成績は次の通り。
	
	M-1リーグ

	M-2リーグ

	1位
	篠崎忠孝（BSC）             70点
	郭　善芳（兵庫車椅子）　   　　74点

	2位
	松岡　脩（KFBC）     　　  69.5点
	赤鹿武敏（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）　    　69点

	3位
	川阪泰夫（BSC）             68点
	高井　睿（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）　    　58点
森　紘一（学園都市ﾜｲｽﾞ）       58点


（５）こうべ長寿祭の打合わせ
場所：神戸市しあわせの村本館　事業推進課会議室
日時： 12月28日（水）13:00～15:00
打合わせ者：BJ兵庫支部　船引支部長、坂本〈泰〉事務局長、森

　　　（公財）こうべ市民福祉振興協会事業推進課　古川課長、佐々木係長、西村、山田
打合わせ内容：「こうべ長寿祭」は神戸市保健福祉局が主催している「60歳以上の市民」を参加対象者としているスポーツ大会であり、毎年10月に厚生労働省が主催する全国健康福祉祭（ねんりんピック）大会の地区予選会を兼ねている大会である。
　　　　これまで「こうべ長寿祭」にローンボウルズは含まれていなかったが、このほど

　　　　参加を申し入れたところ許可が得られたので、来年度からの実施内容について

　　　　打合わせをした。

　　　　具体的には、2017年5月17日（水）9時～17時　しあわせの村で、
男女不問（60歳以上）のペアーズ大会をＢＪ兵庫支部が主管となって開催する
ことで決定した。
（６）ヨコハマ・ローンボウルズ・クラブが年末大会と忘年会を開催

ヨコハマ・ローンボウルズ・クラブは、2016年一年の活動の締めくくりに年末大会と忘年会を催しました。
発足2年目のクラブですが、天然芝のグリーンという練習場所に恵まれ、国際大会を始め様々な競技を目の当たりにする機会も多くその幾つかに出場や運営に参画する経験もし、公認アンパイア2名輩出、日本選手権での活躍など、意識も技術も目覚ましく向上した結果クラブ内の競技も真剣にならざるを得なくなりました。

そこで、7月から16名が総当りで21点先取という厳しい戦いをくりひろげて個々人のハンディキャップを決めるという試みをしました。

ゲームは11月末まで19週間におよび勝率・得失点率をもとに、−４から＋５までのハンディとランキングを決めました。

年末大会では15名が出場、ハンディを平準にしたトリプルズ５チームを構成しゲームを実施、特別規則でローハンディ者はスキッパーをしてはいけないということにして普段経験しない役割を楽しみました。ハンディの妙もありゲームは日没まで続く熾烈な戦いとなり
記憶に残る半年の総仕上げとなりました。（ＹＬＢＣ山田哲夫代表よりの報告）
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2017年1月以降の計画、予定
（１）SVリーグ2016年度後期大会(第7,8節)

主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　　SVリーグ実行委員会　　　

リーダー： 学園都市ﾜｲｽﾞ、会計： 兵庫車椅子、記録：神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：1月7日（土）、18日（水）12:30～16:00　　　

　　競技内容：ペアーズ戦を２ゲーム行う。一人４球×10エンドまたは75分時間制の併用
（２）Ｍリーグ2016年後期大会(第7,8節) 
主催：ＢＪ兵庫支部　Mリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：1月15日（日）、29日（金）12:30～16:00　 
競技内容：チーム編成は当日の抽選にて決定。参加人数によりペアーズ、トリプルズ、

フォアーズ戦を行う。一人4球×8エンド戦を2ゲーム行う。

ポイントの計算方法は、｛勝ちエンド数×１ポイント+ゲーム勝利のとき2ポイント（引き分けなら1ポイント）｝

参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。参加費：一人200円。
            チーム編成は当日の抽選にて決定。
（３）Aリーグカップ2017年前期大会(第1,2節)

主催：ＢＪ兵庫支部　Ａリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：1月8日（日）、22日（日）12:45～16:00　

参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。参加費：一人200円。

            チーム編成は当日の抽選にて決定。
（４）中崎リーグの1月の開催予定
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時： 1月9日(月)、16日（月） 

いずれも　12:30～17:00  （雨天の場合は次週に順延）
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）
　　　　　募集人員：max.24名（当日自由参加）。組み合わせは、当日抽選により決定。
（５）高知県立障碍者スポーツセンターのスポーツ教室でローンボウルズ交流会実施予定
　　　　　主催：高知県立障碍者スポーツセンター

　　　　　協力：LB高知UCおよび兵庫車椅子クラブ
　　　　　日時：1月25日(水) 9時～15時 
場所：高知市 春野運動公園　体育館
　　　　　内容：高知大学からインドアカーペット2リン分を運搬し、高知県障碍者スポーツセンターのスポーツ教室に参加される一般の方々とローンボウルズ交流会を持つ。
会員からの投稿
2016世界選手権の報告　　　　　　　　　　日本選手団マネージャー　　松岡緑
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今回の大会は世界的にも大きな大会ということでニュージーランドをあげて応援しており、テレビ中継を含みメディアでの露出も多かったと思います。開会式を含めて毎日結果がテレビで放映されていました。
開会式は、3日間の公式練習の後、バスで市の中心地まで行って、市庁舎までのパレードです。ニュージーランド陸軍のバンドを先頭に各国選手団が続きました。沿道には市民や観光客が手を振って応援してくれ、日本は旗手長谷部選手を先頭に行進しました。市庁舎の入り口で、マオリの歓迎を受けて、開会式が始
まり、マオリ語と英語での式典となりました。
今回のホストクラブはCashmereで、整地されたグリーンが1面の小さいこじんまりしたクラブでしたが、皆さん歓迎してくれて個別ロールアップ後BBQランチと練習試合をして友好を深めることができました。
成績：
女子はフォアーズのみ出場 、3日間のセクションプレイで4勝、1分、4敗(1不戦敗を含む)の結果でした。初日は幸先良いスタートで3勝、翌日は 強豪スコットランドで始まり、不運にも江村選手がラスト2エンドで 心房細動の発作に見舞われ（16エンドで19対19）、なんとかスコットランド戦は終えたものの、最終的には僅差で敗れました。その後、江村選手は救急搬送され次のアメリカ戦は不戦敗となりました。しかし その日の最後のマレーシア戦は応援に来ていた、オーストラリアクラブ新メンバーでケアンズからの一瀬民子さんを急遽リードに仕立て上げ、一瀬（L）、前林（2）、佐藤（3）、松岡（S）の4人でマレーシア戦を戦い、引き分けに持ち込みました。
最終日には江村選手が幸いにも大事に至らず戻ってきて、イスラエル、イングランド、トルコ戦を戦い抜き9カ国中6位の結果で終わりました。強豪マレーシアに引き分け、スコットランドを最後まで苦しめ、イングランド戦も17—23とかなり迫った 結果となるなど、試合内容はかなり良く、全体的には不戦敗などを含めて考えても、プレイオフに進むチャンスは十分あったと思われます。
男子チームはトリプルズから始まり、セクションプレイで6勝、3敗でイングランド、スコットランドに続いて3位で通過、その後プレイオフでアイルランドとあたり、激戦の末エクストラエンドとなり、最後はツキも味方につけて 勝ち抜きました。
準決勝でイングランランドとあたり残念ながら敗退しましたが、銅メダルという輝かしい結果を残しました。表彰式でもイングランド（1位）、オーストラリア（2位）で3位をニュージーランドと日本、強豪に混じって表彰台に上がり、快挙を成し遂げたことが注目を集め 、翌日はテレビのインタビューを受けました。

男子シングルスでは強豪が揃ったセクションで最終的には惜しくも 4位だったものの、最後まで3位争いを続けプレイオフに行けるチャンスを持っていました。個々の試合でも僅差の戦いで 、ナミビア戦は20—21（負）カナダ19—21（負）、スコットランド22—18（勝）、ジャージー21—20（勝）スペイン21—20（勝）と誰が3位で通過するか最後まで予想できず、 結果は1位カナダ、2位スコットランド、3位オーストラリアでしたが、これは準決勝に進んだ4名が同じセクションということで本当に実力が均衡したセクションでした。その中で4位は良い成績だったと言えます。
男子フォアーズは初戦ノーフォークに勝ち、良いスタートを切ったものの、その後勝ちに恵まれず、最後の試合のシンガポール戦で１点差に泣くなど、残念な結果に終わりました。
総括：
ニュージーランドのペースの早いグリーンと強風、さらにはお天気も悪く寒い中、プレイするのは誰にとっても難しく、特に日本からの選手は一層難しかったと思いますが、試合が進むにつれてだんだん慣れて来たように見えました。
グリーンの状況もPapanuiとBurnsideは速めのグリーンですが、FendaltonとCentreではやや遅く、グリーンの違いも勝敗に影響したと思います。またホストクラブのグリーンはむしろ遅い方でその後PapanuiやBurnsideに合わせるのは難しい面もありました。
またこのような大きな大会の時にリザーブなしで戦うことが、いかに不安であり、すぐ結果に影響してしまうことを再認識させられ、可能であれば大きい大会は常にリザーブがいる状態であってほしいとつくづく考えさせられました。


次回は2020年（5〜６月）のオーストラリア・ゴールドコーストですが、日本チームは十分世界と戦える可能性があるので、目標をしっかり立てて準備すれば良い結果は残せると思います。
最後に、ケアンズからの一瀬さんが突然の要請にもかかわらずプレイに参加してくださり、ありがとうございました。また日本から応援に来てくださった川本さん、ありがとうございました。
2016世界選手権レポート　　　　　　　　　　神戸タッチャーズ　坂本　紘一
１１月２６日から１２月１１日まで約半月にわたって開催された世界選手権（ニュージーランド　クライストチャーチ）に参加の機会を頂き、チームJapan９名で参加した。
昨年の同時期に行われた、アジア太平洋選手権大会（ＡＰ大会）が今世界選手権大会の予選会となっており、ここで各種目の２つの予選ｸﾞﾙｰﾌﾟ上位５位以内のチーム（計１０チーム）が翌年の世界選手権大会出場権を与えられる仕組みとなっている。
したがって各種目ごとに、ＡＰ大会から１０チーム、ヨーロッパ・大西洋大会から１０チームの２０チーム、全体で８種目（男女各４種目）行われるので１６０チームというまさに世界最大、最高のイベントである。
大会の詳細については松岡マネージャーからレポートされているので、そちらを見て頂くこととし、本レポートでは率直な感想と、これからの日本の課題について述べる。
・日本の評価は着実に上がってきた
　昨年AP大会における男子ﾄﾘﾌﾟﾙｽﾞ（佐藤・江村・長谷部）の準優勝。そして男女８種目中４種目（男子ﾄﾘﾌﾟﾙｽﾞ, ｼﾝｸﾞﾙｽ ,ﾌｫｱｰｽﾞ  女子ﾌｫｱｰｽﾞ）の世界選手権出場権獲得。
　今回の世界選手権での男子ﾄﾘﾌﾟﾙｽﾞ（佐藤・江村・長谷部）の３位銅メダル獲得、ｼﾝｸﾞﾙｽ戦における長谷部健太君の大熱戦、女子ﾌｫｱｰｽﾞの初戦から３連勝の大活躍など、チームJapanの戦いぶりは国際舞台での高い評価を受けている。
・国際大会出場選手の国内練習について
　これらの戦績は、一にオーストラリア在住のボウラーの高く洗練された技量と、ヒーローの出現によるところが大きく、国内からの出場選手は戦績に貢献する所まで至っていない。国内のグリーンで、如何に良い成績を残してきたとしても、ニュージーランドやオーストラリアの早いグリーンに対応するには相当期間の現地練習が必要である。この２か国が会場になる国際大会に向けた練習には、カーペット敷のインドア練習が最適と思われる。
　いづれにせよ、国際大会会場に近い速さのグリーンでのゲームと、長時間の試合（18ｴﾝﾄﾞ）に馴れる練習が欠かせない。
・速さ（ペースオブグリーン）の微妙な違いに戸惑う
　クライストチャーチの今回の会場となった４か所のグリーンの内、予選ラウンドでは一つの種目で３か所のグリーンを使って行われた。
　大会会場３グリーンの内、Fendalton（ペースオブグリーン16.5sec）およびCenterのグリーンに比べBernsideは少し早く感じた。チームJapanのホストクラブ（Cashmere）のグリーンが最も遅かったと思っている。
　この微妙な速さの違い（軽重の違い）に戸惑った９ゲームであった。ちなみに明石公園LB場は13秒、しあわせの村は9秒ぐらいである。
・ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞのグリーンは水生の雑草？
　 グリーンは芝生ではなく、ニュージーランドの土質にあった水生の雑草ということだ。毎夕たっ
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≪ホース散水した時の状態≫                ≪ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ　Cashmereにて≫
ぷり冠水させておき、翌朝ローラーかけをしっかり行うこと、芝カット作業はなく、ローラ―による「押さえ込み」が見事な水平バランスを実現している。この乗用ローラーの価格は、6,000ドルでカタログに掲載されていた。
・リザーブの必要性（コーチ兼任）
女子ﾌｫｱｰｽﾞチーム２日目の第1試合終了時に江村裕子さんが急病になり,続くアメリカ戦が不戦敗となった。偶然居合わせた一瀬民子さん（オーストラリアクラブ会員）に代役を勤めていただき,続くマレーシア戦には引き分けに持ち込めた。幸いにも江村裕子選手の回復が早く、3日目にはフルメンバーで戦い抜いた。
不戦勝となったアメリカのコーチは、江村さんの状況を気遣い、同情の言葉を再々かけてくれていたようだ。
今回の急病人発生は幸いにも短時間で回復できて、偶然にも代役も居たため、以降の試合も含めて最小限のリスクに押さえれたから良かったものの、かなりの高齢者集団（Japanチームだけでなく、他の多くの国も似たか寄ったかの高齢チームではあるが）ゆえ、今後の大会に向けてリザーブをコーチ兼任で登録することの可能性について検討していきたい。
・出場種目のセレクトで参加期間の短縮
ボウラーの高齢化はいずこの国でも同じようだ。今世界選手権大会、昨年のAP大会でも選手の多くはリタイア世代が多いように見受けた。
ただ決勝ラウンドに上がってくるチームは、青壮年層の選手たちを擁する国々だ。力強さとここ一番の集中力が違う。イングランド、スコットランド、ウエールズの英国勢、スペイン、アイルランド、アメリカ、アジアではマレーシア、シンガポール、香港、フィリッピンとオーストラリア、ニュージーランドなどの常勝国が現役世代の選手を送り出している。
日本国内でも現役世代で力のある会員が居るけれども、２週間以上に及ぶ大会期間を満たす休暇の取得は不可能に近いことから、リタイア世代が参加している現状だ。
出場種目を限定することで参加期間を半減できれば、１週間余ぐらいの期間で収まり、彼らの参加も現実味を帯びてくる。
世界選手権は前年開催のAP大会が予選会となるので、ここでの世界選手権出場権を獲得出来る（予選グループ５位以内）種目数にもよるが、併せて検討してみたい課題である。
最後に　大会期間中お世話頂いたオーストラリア在住の選手の皆さん、松岡　緑マネージャーにお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年12月31日（通巻第140号）


ボウルズ・ジャパン　ブリテン


　　　　　　　　　　　発行元：認定NPO法人ローンボウルズ日本　総務部
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